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【考えてみましょう】 

〇 野村克也さんに関する記事を読んで、心に残ったことを発表しましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【活用にあたって】 

 野村克也さんは、どういうことを言えば人の心に響くの

か考え続けたそうです。 

教員の仕事も同じ。話すことが仕事です。子どもたちに

どんな話をし、どう心に迫っていくかです。 

そのためには、子どもたちに伝えたいことを明確に持つ

ことです。これを伝えるんだということを一言で言えるよ

うにします。次が大切です。これが聞き手の心に響くかど

うかの分岐点になります。どんな具体例を挙げるかです。

どんなたとえ話をするかと言ってもいいでしょう。 

自分の体験を語るだけではすぐに壁にぶつかります。私

など失敗談に終始することでしょう。それでは本を読んで

話を考えるのはどうでしょう。これには、そんな時間はな

いという答えが返ってきそうです。 

さあ、どうしましょう。 

新聞を読むことです。一番手っ取り早い方法です。記事

を読んで、心に残ったものをストックしておくことです。

新聞には、子どもたちを引き付ける話がいっぱいあります。

心温まる話、やる気になる話、身近な問題など、世の中を

言葉と写真で映し出しています。これを使わない手はあり

ません。とりわけスポーツに関する記事は有効です。 
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